
テーマ① 『病院との連携』 に関する報告

病院の退院支援部門を含めた
多職種の連携強化に向けた取組み

天王寺区在宅医療・介護連携相談支援室
（受託法人：天王寺区医師会・早石病院・

湯川胃腸病院・医療法人歓喜会）



天王寺区の現状 大阪赤十字病院

大阪警察病院

第二大阪警察病院
四天王寺病院

辻外科
ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院

回復期・介護老人保健施設

湯川胃腸病院
緩和ケア病棟
ショートステイ

早石病院
急性期・回復期
特殊疾患病棟

西下胃腸病院

天王寺区在宅医療介護連携相談支援室
（受託法人 天王寺区医師会）



天王寺区の現状

高度急性期病院ごとの

退院支援の方法が異なる

介護保険事業所の数も

多くはなく、連携は取れている

医療・介護関係者間で知識の

均一化が図れていない



各病院の入退院支援部門を中心にアンケートの実施
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職 種

看護師
医療ソーシヤルワーカー
事務職

38%

35%

18%
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経 験 年 数

5年未満

５年以上10年未満

10年以上

無回答

実施方法 区内病院の入退院支援
部門に配布

配布枚数 60枚

有効回答数 34枚（57％）

内容 ・職種、経験年数

・多職種の役割や仕事
内容の理解度

・退院支援に関する現状



多職種の役割・内容の理解度
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よく理解している 理解している

どちらとも言えない あまり理解していない
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無回答

ほとんど連絡はしない

情報提供をもらった機…

連絡を求められた機関…

かかりつけ医

訪問看護ステーション

家族に任せている

退院日程の連絡先



入退院支援者の意見交換を行う連絡会
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無回答

参加しない

参加したい

必ず必要

内容によっては参加



第1回 令和元年9月12日

「病診連携を含めた退院支援」
・対象職種

診療所、クリニック医師

病院地域連携室

訪問看護ST看護師

ケアマネジャー

包括支援センター

第2回 令和2年1月29日

「訪問診療医と介護の連携」
・対象職種

診療所、クリニック医師

訪問看護ST看護師

通所介護・通所リハビリ事業所

ケアマネジャー

包括支援センター

ワールドカフェ開催



3年間の活動を通して…

今後も「医療・介護関係者の意識の均一化」に

向け活動

ご清聴ありがとうございました

各職種間での意識の均一化に向けた

取りくみ

「顔のみえる関係づくり」の土台構築


